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都市と人間、自然の新しい関係性を構築し、比類な

き魅力を備え、都市の文化として創造・発信する、新

しいまちづくりの空間と概念を導入する 

 

＜まちづくりへの要請に対応した都市環境創出のあり方＞ 
 

グローバルかつ今日的な課題に新しい解決策を提示

し、日本の経済成長を力強く牽引 

 

 

世界から人々をうめきたに集め、ここから関西の各

都市・各拠点にビジネスや観光等を波及、展開 

 

 

交流を育みながら、イノベーションを創出する源泉

である創造的な人材を育成、輩出 

＜背景・ポテンシャル＞ 

 

防災・環境負荷低減のまちづくり 

・南海トラフ巨大地震等大規模災害へ

の対応、安心・安全な都市空間 

・地球環境やエネルギー問題への対応 

都市と自然の共生のまちづくり 

・都市における自然との共生が命題 

・近年の大規模開発でも都市と自然の

共生をテーマとした取り組みも 

 

＜中核機能の基本方針＞ 

 

＜「みどり」の基本方針＞ 

 「イノベーション」 

 

 

「ナレッジ・キャピタル」との連携、さら

にはその機能を進化・発展させる 

西日本最大のターミナル地区、関西

の中枢拠点のポテンシャルを活かす 

国際都市大阪にふさわしい 

都市空間の創出のトリガーとなる 

・うめきたの開発の効果を地区内にとどめ

ることなく、周辺地区にも波及させるこ

とにより、大阪の都市環境の改善、魅力

の向上を図り、世界都市にふさわしい世

界水準の都市空間の創出のトリガーに 

都市における新しい「みどり」のあり方を

提示し、大阪の文化・魅力を発信する 

 

「みどり」と「イノベーション」の融合拠点 

 

 

多くの人が集いやすく、関西の各拠点との結節点で

あるポテンシャルを最大限活かし、資本・技術や人材

を集積、世界に求められる新たな価値を創造・発信

する 

新産業創出（例:健康・医療、環境・エネルギー等） 

国際集客・交流（例:MICE・文化創造・発信等） 

知的人材育成（例:連携大学・大学院、国際化教育等） 「みどり」が創造する文化、価値や、その比類なき 

空間の魅力が、世界から人や資本を呼び込み、 

「イノベーション」を創出する原動力となる 

＜まちづくりへの要請＞ 

 

・大震災の経験を導入し、うめき

たが大規模災害時でも速やかに

復旧できる強靱さとしなやかさ

を備えたまちであることを世界

に強く訴える 

大規模災害にも対応できる 

強靱でしなやかなまちをアピール 

＜関西・うめきたのポテンシャルを活かした中核機能のあり方＞ 

関西の中枢となる都心の形成 

・大阪駅周辺地域は一日乗降客数

250 万人の西日本最大の交通タ

ーミナル 

・先行開発区域の「ナレッジ・キ

ャピタル」をはじめ、業務・商

業の一大集積地として関西経済

を牽引 

①まちの基盤や装置となり、次代に

受け継ぐ資産となる「みどり」 

「みどり」の役割 

②使いこなしによって多様な価値を

生み出す「みどり」 
 

③成長しながら、周辺地域へ進出、

波及効果を生み出す「みどり」 
 

「みどり」の空間形成 

①斬新で質の高い景観を創る 

「みどり」 

②メッセージ性のある「みどり」 
 

③「みどり」の成長など時間軸

を組み込んだデザイン 
 

配置・規模 

「地上のまとまった『みどり』」と、「建築物と一体化し地上と連続する『みど

り』」を連続させ、「みどり」を２期区域全体に展開する 

「みどり」 
 

 
ポテンシャルの高い貴重な空間を最大限 

活かせるよう、都市機能と｢みどり｣が 

共存したまちづくりをめざす 

「アジアのゲートウェイ」として

の機能強化 

・関空に直結する JR東海道線

支線地下化、なにわ筋線（検

討中）により「アジアのゲー

トウェイ」としての機能が飛

躍的に強化 

 

 

大阪・関西の強み 

・けいはんな、彩都などを拠点に先端産業の環

境・エネルギー、医療・バイオ分野で主要都

市間の連携 

・大学、専門・研究機関が広範に立地 

・大阪に加え京都、奈良と近接、日本文化を体

感できる強み、インバウンド観光も急伸 

・最大級の中小ものづくり企業の集積 

 

・世界水準のビジネスや生活の基盤と

なる環境を整備 

・日本が強みを有する医療等の分野で

のイノベーションの創出 

 

国家戦略特区（大阪府・市提案） 

-世界に打ってでる、世界を呼び込む- 

・多くの人々が集まることを活かし、

先行開発区域の「ナレッジ・キャピ

タル」との連携、さらにはその概念

や機能を進化・発展させたイノベー

ション創出機能を導入 

 

・梅田地区の高度な都市機能の集積に

加え、関西圏の主要都市や関空をは

じめ拠点と直結する拠点性、アジア

のゲートウェイの機能を活かし、関

西の発展に寄与する都市機能を導入 

 

・都心における広大な更地を活用して、こ

れまでの都市づくりのパラダイムを超

えた、新しい都市と「みどり」のあり方

を提示し、大阪の新しい文化、魅力とし

て発信し世界にアピール 

 

１．うめきた２期区域における「みどり」と中核機能のあり方 
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２．国家戦略特区プロジェクト提案(概要) 大阪府・大阪市 

平成 25年 9月 11日 
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３．関西イノベーション国際戦略総合特区 (概要) （共同申請：京都府・大阪府・兵庫県・京都市・大阪市・神戸市） 
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＜なにわ筋線の意義・性格＞ 

○近畿地方交通審議会答申第 8号（平成 16年 10 月）におい

て、「京阪神圏において、中長期的に望まれる鉄道ネット

ワークを構成する新たな路線」に位置づけ 

 [意義] 

 ・ＪＲ阪和線、南海本線等を介し、関西国際空港連絡線に

直結する路線であり、ＪＲ新大阪および京阪神圏の各

拠点都市から関西国際空港へのアクセス機能の強化に

資する路線である。 

○平成 21～23 年度に実施されたなにわ筋線に関する国調査

において、なにわ筋線の整備効果や事業性などについて検

討。 

 [概要] 

新大阪 ～ 北梅田（うめきた新駅） ～ ＪＲ難波 

および南海汐見橋/南海難波 

需要予測・費用便益分析・収支採算性等の試算を行い、 

良好な結果 

○現在、大阪府・大阪市・ＪＲ西日本・南海電鉄 4者で事業

化に向け、検討中 

 

 

４．鉄道ネットワークの状況／なにわ筋線の概要 

なにわ筋線の意義・性格 

 
出典:平成 21～23年度国調査結果概要より抜粋 

＜鉄道駅の集積・ネットワークの状況＞ 

・大阪は 0-5km 圏の鉄道駅の集積密度はパリ、東京

に次いで高い。今後、うめきた地区の新駅設置、なに

わ筋線の整備によりさらに集積が強化される。 

 

＜なにわ筋線の整備効果（時間短縮効果）等＞ 

大阪(梅田)から関空 

 現状 東海道支線地下化時 なにわ筋線整備時 

JR 約 68分 

(0回) 

約 51分 

(0回) 

約 46分 

(0回) 

〔※1最速：約 40分〕 

南海 約 56分 

(1回) 

約 56分 

(1回) 

約 47分 

(0回) 

〔※1最速：約 38分〕 

※：はるかが天王寺駅のみに停車した場合には約 40分まで、

ラピートが南海難波駅又は南海汐見橋駅のみに停車した

場合には約 38分まで 短縮の可能性あり。 

※：（ ）内は乗換回数 

 

 

 

世界主要都市の 5km圏、10km圏の駅の分布 出典：森記念財団都市戦略研究所「世界の都心総合力インデックス 2010」 

 

なにわ筋線計画イメージ 

 

大阪のデータは、出典:国土数値情報・平成 25年度鉄道データ（国土交通省国土政策局国土情報課）より作成 
※注：国土数値情報は全国の旅客鉄道・軌道の路線や駅について整備したデータ／駅数は同一名でも乗り換え駅でない場合は別カウントで集計 

出典：森記念財団都市戦略研究所「世界の都心総合力インデックス 2010」 

駅数 
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５．関西のイノベーション拠点の分布と拠点毎の取組み 

＜ライフイノベーション＞ 

国内有数のライフサイエンス研

究機関集積 
・ライフイノベーション分野では、iPS

細胞の研究など世界レベルのライフ

サイエンスの研究成果を活かし、健

康から創薬・治療、再生医療にかか

る取り組みが進められ、こうした分野

を支える、大学を中心とする研究機

関の集積や関連技術をもつ中堅・中

小企業が集積している。 

ライフサイエンス分野の主な研究機関 

出典：関西広域産業ビジョン～日本の元気を先導する関西～（関西広域連合 広域産業振興局） 

 

出典：平成 24 年工業統計調査（経済産業省） 

バイオ・医療関係の集積、特に医薬品等産業での

集積が厚い 
・関西は、バイオ・医療機器産業の集積は関東に次ぐ規模で

ある。 

・とりわけ、約 400 年の歴史を有する薬の町「道修町」から日

本を代表する医薬品メーカーが輩出されたこともあり、医薬品

等産業の集積は関東に匹敵する規模となっている。 

長浜バイオクラスター 
・長浜市内全域 

・企業数 51社、大学数 6校、研究

機関数 2機関 

 
環びわ湖環境産業創造エ

リア 
・滋賀県内全域 

・企業数 49社、大学数 2校、研究

機関数 2機関 

 
しが医工連携ものづくりク

ラスター 
・びわこ南部地域 

・企業数 133 社、大学数 5 校、研

究機関数 2 機関 

 

京都バイオシティ構想 
・京都市内全域 

・企業数 423社、大学数 15校、研

究機関数 15機関 

 

関西文化学術研究都市 
・けいはんな学研都市（京都府、

大阪府、奈良県） 

・企業数 87社、大学数 7校、研究

機関数 8機関 

 

北大阪バイオクラスター 
・彩都（大阪府）、道修町界隈

（大阪市） 

・企業数 727社、大学数 7校、研

究機関数 7 機関 

 

神戸医療産業都市 
・ポートアイランド（神戸市） 

・企業数 272 社、大学数 7 校、研

究機関数 14機関（中核機関数） 

 

播磨科学公園都市 
・播磨科学公園都市（兵庫県） 

・企業数 20 社、大学数 1校、研究

機関数 5機関（中核機関数） 

 和歌山県特産農産物を活

用した健康産業イノベーシ

ョン推進地域 
・和歌山県内全域 

・企業数 5 社、大学数 4 校、研究

機関数 4機関 

 

とっとりバイオフロンティア 
・米子市・境港市（鳥取県） 

・企業数 27 社、大学数 1校、研究

機関数 1機関 

 

徳島 健康・医療クラスター 
・徳島県内全域 

・企業数 87 社、大学数 19 校、研究

機関数 1機関 

 

京都産業エコ・エネルギー

推進機構 
・京都府内全域 

・企業数 287 社、大学数 1 校、研

究機関数 7 機関 

 
京都地域スーパークラスタ

ープログラム 
・京都府内全域 

・企業数 29 社、大学数 10 校、研

究機関数 5 機関 

 
京都次世代エネルギーシ

ステム創造戦略 
・京都府内全域 

・企業数 29 社、大学数 10 校、研

究機関数 5 機関 

 

＜産業クラスターの集積＞ 

医療・バイオ、環境・エネルギー等の分野で産業クラスターを形成 
・関西各地で大学、世界有数の研究機関や、さまざまな業種・分野の企業、産業支援機関等が地理的に集積した 

“産業クラスター”が形成されている。とりわけ、医療・バイオ、環境・エネルギー、グリーンライフ等の分野において産

学官連携等による取り組みが推進中。 

出典：関西広域産業ビジョン～日本の元気を先導する関西～（関西広域連合 広域産業振興局）、写真は各機関ＨＰ等 

 

関西における産業クラスターの分布 

文字色は主な産業分野 

バイオ ／ 環境・エネルギー ／ ライフ  ／ グリーンライフ  

北大阪バイオ 

クラスター 
 

 

・「彩都ライフサイエンスパーク」、道修

町界隈の製薬企業やバイオ関連産業

の集積、世界トップレベルの研究機関の

集積を含む、概ね半径約 20kmを中心と

した地域で構成 

・ライフサイエンス分野では医薬品・医

療機器・先端医療技術（再生医療）・先

制医療（予防医学）の 4領域をターゲット

にした推進、バイオ振興に向けたアクシ

ョンプログラム「大阪バイオ戦略」の具体

化に取り組む 

神戸医療産業都市 
 

 

 

・中核施設として「先端医療センター」、

「理化学研究所発生・再生科学総合研

究センター」などの 14の中核施設をはじ

め、スーパーコンピュータ「京」や高度専

門病院をはじめとするメディカルクラスタ

ーの形成 

・世界最高レベルの研究機関や医療関

連企業・団体の相互連携により、医薬

品、再生医療、医療機器などの臨床応

用・実用化など、アジア№1のバイオメデ

ィカルクラスターをめざす取組を推進 

 

関西文化学術 

研究都市 

（けいはんな 

学研都市） 

・総面積は約 15,000ha、その中に 12 の

文化学術研究地区を分散配置 

・情報通信、環境・エネルギー、バイオ

サイエンス等の分野で成果を挙げる

他、グリーンイノベーション、ライフイノベ

ーション分野で積極的な取組 

・次世代エネルギー・社会システム実証

事業（経済産業省補助事業）、けいはん

な学研都市ヘルスケア事業（文部科学

省補助事業） ほかを推進中 

うめきたに近接する主な産業クラスターの概要 

出典：関西広域産業ビジョン～日本の元気を先導する関西～（関西広域連合 広域産業振興局） 
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＜グリーンイノベーション＞ 

成長分野と期待される電池関

連産業の生産拠点 
・関西地域は、電池関連産業の国内

有数の生産拠点であり、国内でも高

いシェアを誇る。 

・世界的に環境・エネルギー関連へ

の投資は活況で、特に注目されてい

るのがリチウムイオン等電池関連

と、太陽光発電等の新エネルギー関

連産業であり、成長産業として世界

的に市場規模の拡大が予想される

中、環境・エネルギー産業を担う関

連企業が、大阪・関西圏、特に大阪

湾岸を中心に集積している。 

関西地域のリチウムイオン電池、太陽電池の生産量と国内シェアの推移 

出典：2012 年版関西経済白書（一般財団法人アジア太平洋研究所） 

「バッテリーベイ」マップ 

出典：日本政策投資銀行「バッテリースーパークラスターへの展開」 

※「INVEST OSAKA 2013-2014」ホームページに掲載 

 

ライフ・グリーン関係のナショナルプロジェクトが進行中 
・産業クラスターの集積を基盤として、先端産業と目されるライフ・グリーン関係のナショナルプロジェクトが進行している。 

【けいはんなエコシティ次世代エネルギー・社会シス

テム実証プロジェクト（けいはんな学研都市）】 
・日本型スマートグリッドを含めた次世代エネルギー・社会シ

ステム実現のための実証地域の一つとして、「けいはんな」で

実施。電力使用量の「見える化」やデマンドレスポンス、HEMS

を活用した機器別のエネルギー消費量計測と省エネ、省 CO2

エネルギーマネジメントの実施等に取り組む。 

出典：けいはんなエコシティ推進会議ホームページ 

 

【北大阪地域におけるバイオ・医療クラスターの形成】 
・彩都ライフサイエンスパークではバイオ・医薬・食品・コスメ・ヘルスケア等をはじめとする様々なライフサイエンス分野の研究・技

術開発機能等を持つ施設並びにこれらに付随する関連施設の拠点を形成。 

・吹田操車場跡地地区では、国立循環器病研究センター等移転に伴い、オープンイノベーションによる最先端医療・医療技術開

発、オープンイノベーションと連動したエリアの産業活性化による国際級の複合医療産業拠点（医療クラスター）を形成に向け取り

組みを推進。 

出典：大阪府資料 

 

出典：吹田市資料 

 

＜府下関連の主なプロジェクト例＞ 

【咲洲地区スマートコミュニティ実証事業】 
・大阪市では、大阪・関西に環境・エネルギー産業が集積する

強みを活かし、家庭やオフィスにおけるエネルギーの面的利

用と IT による制御技術、介護ロボットの導入など医療・介護・

健康分野での最先端技術の導入を検討しており、大阪ベイエ

リアの咲洲地区において、環境先進都市の未来が体感でき

るコミュニティ構築を図るための実証事業に取り組む。 

 

出典：大阪市ホームページ 

 


